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カキの熟期促進に関する試験

佐竹正行・石黒遅滞・若松幸夫・阿部健二
（山形県園試砂丘分場）

1　号　え　が　き

山形県のカキは平核無カキ1品種に限られているた

め収穫のピークが10月中下旬に集中し，稲の取入れ

などと鹿合して，必ずしも適期に収穫されていない場

合が多い。一方では前進販売が価格の面で有利である

ことから未熟な果実を収穫し，品質の良くないものを

出荷していることも多くみられる。また，山間地では

熟期が遅く収榛は11月に入る場合もあり販売面で極

めて不利な状況にある。

これらの点を改善する目的で二・三熟期調節の試験

を実施しているが，今回は45～48年にカキの熟期促

進効果について検討したので報告する。

2　試　験　方　法

供試晶踵は砂丘分場圃場（砂土）栽栂の平核無カキ

1°年生（45年当時）を用いた。供試薬剤は45，48

年ともACP　68－250（ェスレル）を用い，45年は

75，50ppm，4°年は50，25，15ppmの濃度を

供試した。散布時期は両年とも9月17日（果頂部が

若干着色した時期）としたが，満開日から起算すると

45年は98日後．48年は94日後であった。散布器

第1表　時期別収穫割合

具は45年には肩掛噴霧器，4d年には小型動力噴霧器

を使い葉面が濡れる程度（1樹当たり15～20g見当）

散布した。試験の規模は主枝～亜主枝別姐理とし5反

覆で行った。供試樹の結実管理は，45年は結果量が

少なかったので放任とし，46年は病者摘果により1

果当たりの乗数を15－25葉に制限した。なお，薬剤

防除は通年無ボルドー体系で行った。脱渋方法は収穫

直後クラフト紙の袋を内装したダンボール箱に果実を

つめ55痴アルコールを10吻当たり100ccの割合で

使用し，密封した後14日目に開封した。開封後の果

実の脱渋皮および軟化の調査は官能と感触で行った。

また．樹上での果実肥大調査は1区45果供試し測定

位置も一定とした。

5　試　験　結　果

1　熱期促進効果

熟期促進効果をみるために，収棲可能な程度に着色

した果実から順次収種し比較した（第1表）。45年

の75ppm区は10月8日までに平均に収穫でき，こ

の時点で大部分の収穫が終わった。25ppm区は10月

8日にピークがきて10月12日までに大部分が収穫

を終わり，無処理区と比べ両区とも収橙が早かった。

年

次
試 験 区　 収穫 個 ㌔ 讐竺 9／丞 0 1q／2 4 5 7 8 9 1 2 1 5 1 9 2 0

4 5

7 5 p p m 区

5 8 9 個 ＿β 2 8．李 多 2 8．習

－ 5 5．5 － 7 5 0．2 － －

累 積 収 穫率 － 2 8．5 － 5 占．8 － 9 2．5 － 9 鼠8 1 0 0．0 － －

5 D p p m 区
5 8 0 － 5．2 － 1 7 1 － 4 （～．9 － 2 8．4 4．4 － －

累 横収 穫率 － 5．2 － 2 0．5 － ‘ス2 － 9 5．8 1 0 0．0 － －

無 地 埋 区
2 9 1 － 0，0 － 1，4 － 0．0 － 5 ス8 5 5．7 2 5．1 －

累 積 収 穫率
－ 0．0 － 1．4 － 1．4 － 5 鼠2 7 4．9 1 0 0．0 －

4 6

5 D p p m 区
4 1 8 5，5 － 5 0．2 － 2 5．5 － 1 5．d 0．7 2．7 － ー

累 積 収 穫 率 5．5 － 5 5．5 － 8 1．0 － 9 8．6 9 7 4 1 0 0．0 － －

2 5 p p ln区
5 1 0 2．2 － 1 8．8 － 5 6．7 － 1 ス5 2 5．5 1．8 － －

累 積 収 穫 率 2．2 － 2 0．8 － 5 7 5 － 7 4．9 9 8．4 1 0 0．0 － －

1 5 p p m 区
1 4 2 0．0 － 8．5 － 鼠2 － 4．9 5 1．4 2 5．9 － 2．1

累 積 収 穫率 0．0 － 8．5 －
1 7 占 － 2 2．5 7 5．9 9 7 9 ー 1 0 0．0

無 処 理 区
4 0 8 0．0 － 0．0 － 0．0 － 鼠8 1 貸9 4 7 5 － 2 5．0

累 積 収 穫率 0．0 － 0．0 － 0．0 － 鼠8 2 鼠7 7 7 0 －
1 b o．0
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46年の50ppm区は45年の50ppm　地理の場合、

よりも若干早く収倭でき10月4日に最も多かった。

25ppm区でも10月7日に収穫のピークがあり，15

ppm区では10月12日にピークがあった。これに対

し，無処理区の収穫のピータは10月15日であり，

処理の各区とも収楼期が早まった。時期別に収穫した

ものを累填収穫率として第1表に掲げたが，45年のも

のについて累横収穫率70肇　前後で無処理区と比較す

ると，75ppm区では8～9日，50ppm区では8～

7日それぞれ早期に収偉できた。

4d年の場合も同様にして累積収棲率70～8咽　の

間で無処理区と比較してみると，50ppm区では8～

9日，25ppm区では占～7日，15ppm区では　5日

程度収樫期が早まり熟期促進効果が十分認められた。

2　地理が果実に及ぼす影響

樹上処理2週間後ころから果実の着色が無処理より

進むことが外観的に観察された。第2表に46年の収

穫時および開封時の果実調査結果を示したが，収穫時

の硬度は50ppm区，25ppm区で若干低かった。栃

度，酸はいずれの区も無地理区と差がなかった。開封

時の調査では高濃度しかも着色の良いものが軟らかか

った。とくに50ppm区の秀級のものは軟らかく実用

的ではなかった。脱渋後に薬害の徴院を表すもの，汚

染（異変）しているものは，いずれの処理区でもみら

れなかった。脱渋の難易についても差がなかった。開

封時渋抜けが悪く，不可食のものもみられたが，開封

5～5日後で完全脱洪し問題はなかった。

45年の場合は収穫時で75ppm区の酸が若干低く

かった外は硬度糖度とも差がなかった。しかし，脱渋

後では50ppm区，75ppm区とも硬度が若干低かっ

た。その外は無処理区とほとんど変りはなかった。し

たがってAC王〉地理によって，果実の硬度が低くなると

考えられるが，品質的には2年間の供試濃度の範囲で

は影響がなかった。

第2表　収穫時および開封時（脱渋後）の果実の状態（48年）

　 項 目

紬 区 等級

収　　 穫　 時 開　　　　 封　　　　 時

硬　 度

糖：度 酸 硬 度 丑 糖　 度
薬 害 汚 染

巣 な ど
脱　　 渋　　 皮

A 8

5 0 p p m 区

秀

ポンド

R 2

吻

1．5 ° 1 5．9

I和之

5．0 2

　 毎

0．1 7 1 5．2 な　 し 0 9 5．4 痴　 ◎ 4．d 多

優 0．5 5 1 2．4 ／′
（⊃ 7 6．0 ◎ 2 0．0 （⇒ 4．0

2 5 p p m 区

秀

受5 1．5 8 1 5．8 5．0 5

0．4 0 1 2，5 な　 し 〇 日 5 （∋ 5 0．0 （⇒ 1 2．5

優 0．4 9 1 2．2 〝
0 7 8．9　 ㊤ 2 1．1

1 5 p p m 区

秀

1 0．0 1．8 6 1 5．7 5．0 5

0．5 5 1 2．5 な　 し 0 5 5．1 （∋ 5 5．8 ⑳ 1 1．1

優 0．7 4 1 1．8 0 5 7 1 ㊤ 4 2．9

無 処 理 区 秀 1 0．4 1．7 1 l 1 8●0 5．0 0 0．7 5 1 5．0 な　 し 0 5 5．5　 ◎ 4 0．0 （垂 8．7

注．1）硬度A：マグネス硬度計5パdインチ針頭使用，8：ユニバーサル5毎硬度計5m（円筒）
針頭使用

2）糖度：屈折糖度計使乳　酸：果汁10mgを中和するに要したN／10NaOHの滴定数（mZ）

5）脱渋皮：○完全脱軋◎若干渋味残る（可食）＠未脱渋（不可食）
4）調査果実は150～140才のもの各区45～dD個供試

一方，脱渋処理終了後開封してからの日時調査では，

45年の75ppm，50ppmの両区とも無処理区と比

べ軟化が早かった。48年は各濃度とも着色別に調査

した（第5表）。高濃度のもの程日拝が悪いという傾

向は45年の場合と同じであったが，この外着色のよ

いものは軟化が早かった。累積軟化率20～25帝を日

持の限界とすれば50ppm区の秀級は4～8日，優級

は7日程度，25pp【q区の秀級は7～8日，優級は8～

10日，15ppmの秀級は12日程度，優級は無処理と

ほとんど同じであった。　2年間の結果からみると

50ppm以上の濃度では実用的でなかった。
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第5表　開封後の日韓状態

年

次

　　 項 目

試 験 区

調 査 果 数

開　 封　 後　 の　 累　 積 軟　 化　 率　 （喀 ）

4 日 後 5 日後 6 日後 8 日 後 1 0 日後 1 2 日後 1 4 日後 1 5 日後

4 5

7 5 p p m 区

5 0 p p m 区

無 処 理 区

個

1 1 2

1 8 5 ＿

5 0

7 0．5

4 7 0

1 8．0

9 9 1

8 5．2

4 8．0

1 0 0．0

9 2 ．5

7 6．0

4 8

5 D p p m 区 歪 4 0 2 0．4 2 5．0 4 0．0 8 0．0 9 2．5 9 2．5

5 0 2 ．0 8．0 2 8．0 5 4．0 8 8．0 7 4．0

2 5 p p m 区 雷 4 5 2．2 占．7 2 4．4 5 ス8 5 5．8 6 8．7

4 5 2．2 8．9 2 0．0 2 4．4 4 2．2 5 1．1

1 5 p p m 区 歪 5 5 0．0 8．1 占．1 1 2 ．1 2 1．2 5 0，5

2 2 0．0 0．0 4．5 4．5 9 1 9 1

無　 処 理　 区 d O 1．7 5．0 5．0 5．0 5，0 1 0．0

5　処理後の果実の肥大経過

第4蓑は処理後の果実の肥大経過をみたものである

が，45年の75ppm区の処理後21日の肥大率と無

処理の28日後の肥大率はほぼ同じであった。また，

46年の場合も45年の場合と同様に比較してみると，

50ppm区，25ppm区とも無処理区よりも肥大率が

良く15ppmでほぼ同じ肥大率であった。したがって

ェースレル亀理後の果実の肥大率は無地理のものより良

第4蓑　処理後の果実の肥大経過

いといえる。25ppmを散布し，7日早く収穫できた

としても果実の大きさは無処理のものと変わらないと

推察される。第5蓑は各区の全収穫具について大きさ

別分布を調査したものであるが45年の75ppm区の

1果平均重がやや大きかったが　4“年の各濃度とも

有意差はなかった。また，分布についても有意差はな

かった。

年
　　 項 目

試 験 区
部 位 処　 理　 時 7 日 後 1 4 日 後 2 1 日 後 2 8 日 後

4 5

7 5 p p m 区

横
m （：m d Ⅵ （7乃 1コ符

5 ．8 1 ＆ 0 4 （1 0 4 ．0 ） 6 ．4 8 （1 1 1．5 ） d Z 9 （1 1 °．9 ）

縦 4 ．2 2 4 ．5 7 （1 0 5 ．°） 4 ．5 4 （1 0 7 8 ） 4 ．7 1 （1 1 1．6 ）

5 0 p p m 区

横 5 ．8 1 5 ．9 9 （1 0 5．1 ） ‘．5 0 （1 0 8 ．4 ） 8 ．5 8 （1 1 5 ．5 ）

縦 4 ．2 5 4 ．5 7 （1 0 5．5 ） 4 ．5 5 （1 0 7 6 ） 4 ．8 8 （1 1 0．8 ）

無 処 理 区
横 5 ．7 7 5 ．9 2 （1 0 2 ．d ） 8．1 5 （1 0 6．2 ） ‘．4 0 （ 1 1 0．9 ） 8．7 1（ 1 1 8．5 ）

縦 4 ．2 5 4 ．5 1 （1 0 1，9 ） 4 ．4 7 （1 0 5 ．7 ） 4 ．° 1 （1 0 鼠 0 ） 4 ．7 0 （ 1 1 1．1）

4 6

5 0 p p m 区

横 5．8 5 5 ．9 8 （1 0 2 ．2 ） 6 ．4 1 （1 1 0．0 ） 占．8 6 （1 1 7 7 ）

縦 5 ．9 2 4 ．0 5 （1 0 2 ．8 ） 4 ．5 0 （1 0 受 7 ） 4 ．5 1 （1 1 5 ．1）

2 5 p p m 区

横 5 ．9 2 占．0 5 （1 0 2 ．2 ） 8 ．4 7 （1 0 9 8 ） d ・8 9 （1 1 °．4 ）

縦 4 ．0 1 4 ．1 0 （1 0 2 ．2 ） 4 ．5 8 （1 0 9 2 ） 4 ．5 8 （1 1 4 ．2）

1 5 p p 皿 区

横 5 ．8 8 5 ．7 8 （1 0 1．8 ） d ・1 0 （1 0 7 4 ） ‘．4 4 （1 1 5 ，4 ）

縦 5．8 4 5 ．9 0 （1 0 1．8 ） 4 ．2 0 （1 0 父 4 ） 4 ．5 7 （1 1 5 ．8 ）

無 処 理 区

横 5 ．9 1 占・0 1 （日 日 ．7 ） 6 ．1 7 （1 0 4 ．4 ） ‘．5 5 （1 1 0 ．5 ） d ・7 5 （ 1 1 4 ．2 ）

縦 4 ．0 0 4 ．0 8 （1 0 2．0 ） 4 ．2 9 （1 0 7 5 ） 4 ．4 5 （1 1 0．8） 4 ．5 4 （ 1 1 5．9

（）は処理時を100とした指数
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第5表　収穫巣の大き　さ分布

年

次

　　 項 目

試 験 区
調 査個 数

L M S S S
1D Oグ以下 平 均 果 重

19 1㌢以 下 18 1～ 190 才 15 1～ 1°0 才 10 1～ 15 0 才

45

7 5 p p m 区

個 多 喀 喀 蕗 喀 タ
2 7 7 0．0 8．1 5 0．5 4 2．2 1．1 1 5 5．1

5 0 p p m 区 5 7 4 0．2 2．4 4 4．4 5 1．4 1．8 1 2 鼠8

無　 地　 理　 区 2 5 1 0．5 5．8 5 4．5 5 5．8 占．0 1 2 5．2

48

5 0 p p m 区 4 1 8 0．0 5．5 5．5 1 5 鼠2 2．2 1 5 5．8

2 5 p p m 区 5 1 0 0．2 8．1 5 4．9 5 8．5 2．5 1 5 6．2

1 5 p p m 区 1 4 2 0．0 8，5 4 5．1 4 5．4 2．8 1 5 5．5

無　 処　 理　 区 4 0 5 0．0 7 8 5 0．7 4 0．0 1．5 1 5 6．2

果実の横径の肥大率をみると，処理の各区は14日

後から無処理区と差が出始める（第4表）。このこと

からACf）の効果が出るのは処理1週間後ころから　と

推察される。

4　薬害などについて

薬液の附着による果実，樹体の外見上の薬害，ある

いは落果，へタスキなどはいずれの区も全く認められ

なかった。しかしながら地理区のいずれもが，子宝痕

が大きかった。とくに50pp皿以上の着色良好の果実

でこの傾向が顕著であった。

4　ま　　と　　め

ェスレル処理の各区とも熟期促進効果が十分認めら

れ，収穫時の果実の大きさ，品質なども無地理と比べ

差がなかった。しかしながら50ppm，75ppmの濃

度では脱渋後の軟化が早く現在のアルコール脱渋法で

は実用的には無理と考えられる。25ppm前後の濃度

である程度の実用性は考えられるが，全般的に着色の

良いもの程軟化が早いということを考えれば，適期収

穫には十分注意しなければならないし，使用するにし

ても現状では早場地帯に限定されるべきである。

15ppmの濃度では日時は問題ないが熟期促進効果

が少なく，実用性は少ないと思われる。なお，今後は

炭酸ガス脱渋を取り入れ日時延長効果について検討す

る必要がある。

和ナシ二十世紀のユズ肌果発生防止に関する試験

（1）ユズ肌果発生樹に対する高接更新試験

橋　本　　　登

（福島県園試）

いて検討を行った。
1　ま　え　が　き

近年果物の生産量が多くなり，外国からの輸入量も

年々増加の傾向にある。このような状勢のなかで，果

物の安定した需要の拡大をはかるには品質の良いもの，

すなわち，うまい果物でなければならない。

ナシ栽培において果実の品質を著しく低下させてい

るものにユズ肌ナシがある。このユズ肌ナシの発生の

原田については，すでに明らかにされているが，栽培

の現況をみるとかなり高い割合で発生している。そこ

で防止対策の一環として慢性的に多発する二十世紀に

新しい品種の高接を行い，ユズ肌黒の発生の有無につ

2　試　験　方　法

供試樹：二十世紀，56年生，1樹

接穂供試品種

85－4（幸水×リー28）

新　　水（菊水×君塚早生）

八　　幸（八雲×幸水）

幸　　水（早生幸蔵×菊水）

87－25（新高×幸水）

50－14（新興×幸水）

豊　　水（リー14×八雲


